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本分科会のねらい 

 いわゆる「美大」での美術教育においても、コロナ禍がもたらしたインパクトは甚大なものであっ

た。そもそも美術表現において、つまり表現とメディウムの関係性の中で、物質性の持つ比重は

非常に大きなものである。また、作品制作プロセスにおける身体性も、様々な形で作品の内容や

クオリティーを左右する。そのような美術領域において、オンライン授業という授業形態は大きな

混乱と変化を大学にもたらした。教育現場において当然のように存在した教員と学生の、物質や

空間を共有したやり取りが不可能になった状況下で、様々な試みや奮闘が為されたであろう。今

回の分科会においては、その成功や失敗を奇貨とし、今後の美術教育の発展可能性を論じる場

とすることがねらいであった。アートプロデュース、油画、映像や 1年次共通教育と言う、美術教

育現場における様々な分野を担当する、山城大督氏、村山悟郎氏、宮永亮の３名の講師を報告

者とし、それぞれの事例紹介の後に逐次３名でのディスカッションを挟む、と言う形式を採用した。 

山城氏の報告の概要 

 京都芸術大学のアートプロデュース学科に在籍し、映像分野を専門としてこられた山城大督氏

による、「2020年以降の身体とメディア、そして表現」と題された報告が行われた。学科の中でも

重要な要素としてのキュレーション活動自体が困難な中で、如何に企画やプロジェクトを実現して

ゆくかについて、様々なオルタナティブな事例紹介が行われた。 

 様々なゲストを Zoomに招いて音声を収録し、学生がそれを編集してオンラインラジオ番組とし

て SNS等で発信をする『あじのひらきラジオ』、アーティストの奥村雄樹氏をゲストとして招いた

「コンセプチュアルの、パーソナルの消息の捜索へ」と言う、遠隔トークと対面視聴を組み合わせ

たハイブリッドな事例が紹介された。 

ロームシアター京都でのオンライン企画、『プレイ！シアター at Home 2020』への参加の模様

も紹介され、企画作業時の Google ドキュメントのような共同編集プラットフォームと Zoomの併

用時の、対面作業時以上の情報共有のスムーズさについても紹介があった。 

ウルトラ・ファクトリー内で山城氏が企画運営される『The Projected Image Laboratory』での企

画『YOUR VIDEO』が、映像領域を専門とされる視点から紹介された。リモート作業でホームビデ

オを制作すると言うワークショップであり、オンライン環境における画面共有機能を利用した映像

制作教育・指導の効率の良さが語られた。 

 最後に、山城氏が Nadegata Instant Partyの一員として、丸亀市猪熊弦一郎現代美術館にて

開催の展覧会「丸亀での現在」に出品した作品「ホームステイホーム」が、教育現場での経験のフ

ィードバック事例として紹介された。 

山城氏の報告に関するディスカッション 

 まず宮永より、映像メディアとオンラインの組み合わせによる場の「演出」に際しての苦労につい

て質問があった。山城氏は、オンライン教育そのものに新鮮さがあった時代と、時を経てそれが失

われつつある状況への変化の中で、常に新鮮な驚きをその時々で与えるものを用意しない限りは

モチベーションやイマジネーションが持続しない問題点を指摘した。

村山氏により、映像というメディアがどうしても「見る専」を作り出しやすい性質を持つという理解

の上で、例えば Google ドキュメントのようにリアルタイムで、オンラインで映像の共同編集ができ
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る環境の到来が望まれる、という提言があった。その場合には、必ずしも作られたコンテンツの面

白さではなく、制作プロセス自体に教育的価値を見いだせるようになるという視点も提示された。 

 山城氏は、何らかの制作活動や展示活動において、当たられた枠組みを作り手がどこまで操作

できるのか、するのかという意思の重要性について言及した。 

 

宮永報告の概要 

 宮永は、2017年より関わってきた京都精華大学における 1年次共通教育「体幹教育」におけ

る、コロナ以前と以後の比較の観点から報告を行った。 

 まず、「体幹ドローイング」という対面授業時に例年実施している、身体大スケールの「筆」を自ら

制作し、巨大な画面に身体の動きの軌跡を書き込んでゆくという課題事例が紹介された。 

 その後、体幹教育における第一課題のコロナ以前以後の比較を行った。「工房内を描く」課題で

は、対面授業における、ある程度の共通の授業フォーマットがある状態であったが、身体性を剥

奪され支持体すらも自由になったオンライン課題「身の回りを描く」への変化によって、どのような

表現が出てきたのかを紹介した。「立体物、日用品に描きこむ」という興味深いアプローチやアイ

デアが、オンラインという制約の中で、むしろ例年の対面時より、早い時期から打ち返されてきた

ことから、身体性の欠落や、物質的不足と言ったある意味ではネガティブな制限が、個別の興味

深い表現を生み出す契機となるのでは、という視点が提示された。 

 最後に、オンライン授業の中で見出された様々な可能性や方法論が、今後対面の美術教育の

中にも体系的に組み込まれ、美術教育を更新してゆく可能性の有無についての問いかけが行わ

れた。 

 

宮永の報告に関するディスカッション 

 山城氏は、オンライン授業が終わって、対面授業になった直後の学生のモチベーションの向上、

伸び率の実感について述べた。同時にそのモチベーションが進級後までは長く続かない点につい

て、対面時に可能であった、学生と教員感の相互の信頼関係構築の不足に原因の一部を求め

た。 

 村山氏は、宮永の「問いかけ」に対し、対面授業においても今後オンラインで蓄積された知見や

方法論は残ると言う見解を示した。但し、一定程度のプロフェッショナルの関わる現場では、様々

なオンライン技術の導入による合理的な業務の仕方が可能になっている現状があるのに対し、教

育においては学生のモチベーションや技術、情報収集能力の向上と言う問題をオンラインで如何

に担保してゆくかの難しさについて言及があった。 

 山城氏は、対面再開後もあえてオンラインを絡めたミーティング等を授業内実施することによっ

て、オンラインが社会の業務において一般化しつつある環境変化に教育現場も合わせてゆく必要

性を論じた。 

 村山氏は、対面の実習室内において、学生が他の学生や教員の作業を見ている時の学習効果

についても述べ、そのような効果をオンラインや映像と言うメディアを使って実現させるためには、

映像コンテンツのクオリティーそのものが重要になってくると言う見解を示した。 

 

村山氏の報告の概要 
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 「インターネット以後のポストメディア論」と題して、主に東京藝術大学芸術学科に所属され、絵

画を専門とされる村山氏による、一年生向けの授業事例の報告が行われた。 

 まず「ボタニカルアート/植物画」の、遠隔地にある植物を植物画家が描き、本国に情報を伝達す

るという機能に着目し、学生に身近な植物を描かせてなんの植物かを当てさせる課題（但し、あま

りにわかりやすい植物を描いた場合には加点が少なくなる）や、「メールアート/郵便芸術」を参考

にした、学生同士で相互にメールアートを送り合う課題について紹介された。 

 東京藝術大学での事例に加えて、村山氏が教鞭を取られている武蔵野美術大学の油画４年生

での事例も併せて紹介された。従前はグループを組み、それぞれにグループ展を行うという実践

的な課題授業であったが、オンライン授業という形態の中で、単一メディアの中にだけ存在するよ

うな作品／表現ではなく、複数のメディアの間の情報の流れの中に存在する「表現／作品らしきも

の」の形を模索する授業内容に切り替えられ、その内容が紹介された。Yahoo知恵袋に質問を

し、それへの回答をもとに映像を作るなどの試みを通じて、現在の発達した情報環境の元、新しい

情報の流れを作り出すという行為そのものを作品化するような学生のアプローチ事例が示され

た。 

 最後に、「アトリエと卒業制作」というテーマで問題提起が行われた。大学内の共有のアトリエに

おいて、学生が制作する場を共にすることで生まれる制作スキル向上などの相乗効果が、コロナ

によるアトリエ一時閉鎖により消失してしまった中で、そういった効果をオンライン教育上でどのよ

うに担保するのか、また、卒業制作の内覧会展示が感染状況により中止となったことで、学生と大

学との信頼関係が崩れるなど、学生の制作に関わるモチベーションの維持の困難さについても提

示があった。 

 

村山氏の報告、および全体に関するディスカッション 

 村山氏の報告終了後、やや予定を変更して個別ディスカッションおよび総合ディスカッションをま

とめて実施した。 

 まず、村山氏の問題提起にあった、物理的な空間を複数の学生共有する形でのアトリエ制作の

利点を、オンラインでの代替が可能かについて、三者の意見を交換した。村山氏よりアーティスト

の筆致をある程度の解像度で記録した映像や、あるいは筆捌きの運動を 3D的に記録し、それを

追体験できる装置など、作品制作における新しい記録技術の利用可能性について言及があっ

た。 

 山城氏より、現状美大芸大の教育/制作環境が対面ベースに戻りつつある状況下では、コロナ

禍の約二年間の中のオンライン環境で、出来なかったこと、出来たこと、その効果や、平時におい

ても対面よりもオンラインが優れている個別の例などを検証することの重要性が指摘された。また

それを検証するための身体感覚を教員側が養う期間として、この二年間が有意義であった旨の

発言があった。 

 村山氏は、絵画のオンライン講評の経験上、教員も学生も、Zoomなどの環境下ではそもそも

やり取りできる情報量が限られていることを自覚しながら、その範囲に収まる形での講評に終始し

てしまう、つまり当初からハードルを下げたコミュニケーションになってしまうことも指摘した。一方

で、絵画教育において自明の存在だったアトリエが一度封鎖されてしまったことが、それが持って

いた機能を客観視することに繋がり、その機能をさらに高める媒介者の存在なども構想可能にな

った旨、言及があった。 
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 観客における質疑では、オンライン教育での基礎技術の習得の可否についての質問があり、専

門分野による可能性の差が報告者たちの回答により示されたが、村山氏により絵画の描き方の

チュートリアル映像化などは早期に実現すべきという建設的提言もあった。また、オンラインにお

いて倫理観や、モノではなくコトの美しさを伝えることの難しさについても質疑応答が行われた。ま

た、山城氏の子ども向けプロジェクトでの、子どもからの反響や、学生の姿勢についても質疑が行

われた。 

 

まとめ 

 大きな社会変化に伴い翻弄された美術教育であったが、報告や質疑を通じて、この経験を奇貨

として美術教育そのものを次のステップへ進める意義は登壇者や質問者の方々の中で共有され

ていると感じ、コーディネーター兼報告者としても、これからの教育活動の為の知見や意欲を多く

持ち帰ることのできる場となった。報告者、参加者の方々に心からの感謝の意を述べたい。 
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大学コンソーシアム京都
第27回FDフォーラム　『大学教育の「場」を問い直す』
第３分科会　「美術・隔たり・場」

事例紹介１「2020年以降の身体とメディア、そして表現」
京都芸術大学 芸術学部 講師 山城大督
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コロナ禍におけるアートプロデュース学科の実践 ①｜『あじのひらきラジオ』
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コロナ禍におけるアートプロデュース学科の実践 ②
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正方形のフライヤー

奥村さん
自己
個人
自伝 などをテーマに扱っている

なので、奥村さんが「自己」「自分」だと思う写真使わせて頂きたい

今回、「コンセプチュアル」という言葉が重要になってくると思い、
「コンセプチュアルアート」とは、キャンパスに自分を表現してきた、今までのアート作品とは違い、

「自分の考え」、「コンセプト」そのものが大事で、それ自体が作品となるということだと、

今私たちは理解していて、その「自分の考え」を今回お話していただくというイメージで、

奥村さんの頭の中をみるというようなデザインを考えています。

（大きさはまだ決まっていません）

・フライヤーのデザインに使用させて頂いてもよい作品画像はあるのか。
・また、その場合、その画像を加工させて頂くことは可能なのか。

コンセプチュアルの、

パーソナルの消息の捜索へ

まだ、第一回目話しあい、提案して見たデザインなので、
ここから、これからの進行を聞き、変わると思います！
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コロナ禍におけるアートプロデュース学科の実践 ②
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コロナ禍におけるアートプロデュース学科の実践 ②｜ロームシアター京都との共同プロジェクト
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第27回FDフォーラム
第３分科会

＜美術・隔たり・場＞

インターネット以後のポストメディア論

2022年2月20日
東京芸術大学油画専攻非常勤講師　村山悟郎

課題事例１（芸大芸学一年）：ボタニカルアート/植物学的な素描
遠く離れた土地の未知の植物を記述・報告する。

・等身大のサイズで描く、一枚の画に一種類。
・背景を描かない。
・花瓶や植木鉢など、人工物も描き入れない。
・対象の植物の特徴・性質・構造に忠実に表現する。

例えば、分岐則。子葉、花弁の数など。

何の植物を描いたか、
クラスメイトが当てられるように！
画中に植物名は記載しない。

20点を分ける。
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ウィーン写本・ヴィンドボネンシス 
（ラテン語: Codex vindobonensis） 

古代ローマの医師ディオスコリデス 
（40年頃 - 90年）による本草書 
『薬物誌』のギリシャ語の写本。 
（512-520年） 

主な内容は、「ディオスコリデスの植
物図葉集（本草）」：薬用植物図383
枚がアルファベット順に並ぶ。薬草の
名前のリスト、医薬的な作用や処方。

Basilius Besler [1561-1629] 

『アイヒシュテット庭園植物誌 
（Hortus Eystettensis）』（1613）
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Georg Dionysius Ehret [1708-1770] 

『クリフォート邸植物（Hortus. Cliffortianus）』（1738）

Pierre-Joseph Redouté [1759-1840]
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クラス植物画クイズ 

正解者無し：０点 
正解者一人：10点[回答者]/10点[描画者] 
正解者二人：各7点[回答者]/7点[描画者] 
正解者三人：各５点[回答者]/５点[描画者] 

・ 
・ 
・ 

正解者全員：各１点[回答者]/１点[描画者]

課題事例２（芸大芸学一年）：メールアート/郵便芸術 
1950年代のRay Johnson[new york correspondence school] 

フルクサスのRobert Filliou など 

https://www.widewalls.ch/mail-art-correspondence-postal/
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嶋本昭三のメールアート（[ダダカン]糸井貫二氏宛）
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課題事例３（武蔵美油絵四年） 

インターネット以後のポストメディア論 
→情報の流れを新しくデザインする 
ex, ツイッター＋ネットニュース
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現代におけるフォーマリズムの展開 

複数のメディウム/メディアが現れるなかで、単一のメディウム（絵画）に純化する 
ことに理論的支えは、もはやない。メディウムにおける本質主義に拘泥してはならない。 

→ポストメディウム（ロザリンド・Ｅ・クラウス） 
むしろ複数のメディアの間の差異にスペシフィシティ 
を見出すことに、新しいフォーマリズムの萌芽がある。 

inter-medium／間-媒体性 
複数化するメディウム 

フェリックス・ガタリ「ポスト・メディア」 
テクノロジーの変化がこのような領域におけるさまざまな社会的実験と結びつくことを通して 

（たとえば”コンピュータの補助的利用”がイメージの生産とか数学の問題の解明にいたりつくなど）、 

私たちはいまのような抑圧的時代から脱出し、メディアの利用の仕方の再獲得と再特異化によって 

特徴づけられたポスト・メディア時代に入ることがいずれ可能になるでしょう（データ・バンクへの 

アクセス、ビデオテープコレクション、メディア主体の相互利用活動など）。 

フェリックス・ガタリ「ポストメディア社会にむけて」（杉村昌昭＝訳・大村書店 1989） 

「THE BLIND MAN」
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Chim↑Pom「ＬＥＶＥＬ７ｆｅａｔ．『明日の神話』」2011

竹内公太「指差し作業員」2011
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コロナ禍の美術教育への問題提起 

アトリエと卒業制作
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